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^ATERIAL HANDLING EQUJPJ^ENT
川…l-■-■■川川M■--■l…仙--【l■■■t■■■l-■一■==■■11l---1川■刷‖---=】】1=-一一-==仙一-■m‖‖‖一一-¶‖‖1111-一■肌‖‖L一-¶‖‖lIl-■

15.1ク レ ー

ン

前年度に引き続き鉄鋼関係を中心とした運搬荷役機械の需要は,

依然として活況を望L,各方面にユニークな製摘-Ⅰを納入し,多忙を

きわめた｡中でも鉄鋼,電力関係の設備強化は,軌道にのり各穫大

形クレーンが相ついで製作されたが,そのおもなものとして富士製

鉄株式会社納50tストリッパクレーソ(日本記録品),八幡製鉄株

式会社納1,000t/′hアンローダ(3号機),中部電力株式会祉納200

t天井クレーンなどがあげられる｡

このほか特筆すべきこととしてブラジル国に設立されるミナス製

鉄所向の16tソーキングピットクレーンを含む18台の天井クレー

ンおよび石炭,鉱石肝各1式のカーダンパ式貨車卸設備の輸出が行

なわれたことがある｡特にカーダンパ設備は,カーリターダを採用

した本格的操車場(ハンプヤード)を有し,貨車の受入れから

に至るまで自動化された画期的なものである｡一方電気制御の面で

ほ,開発を進めていたIB制御方式がクレーンの高速化に伴って本

格的に採用されはじめ,また超音波を利用したクレーン衝突防止装

置が実用化するなど技術的成果大なるものがあった｡

15■1･l発電所用天井クレーン

最近の発電所の主機据付用天ノ巨クレーンはそれぞれの 発 備

に応じて主機の据付けを行なうとともに特に建設中における荷役能

を良くするよう配置される傾向がある｡

その一例とLて36年度製作した二つの発電所用天非クレーンの概

要を締介する｡

(1)中部電力株式会社畑薙発電所納200tx14.5m天井クレー

本機ほ単クラブ復フック式で100tフック2個を備え各フック

ほそれぞれ単独の電動機により駆動される｡主 のつり上げは2

フックを同時に運転して行ない,この場合は二つの電動機をクラ

ッチで連結して完全な同一速度が得られるようにしてある｡クラ

ッチを切り離せばそれぞれ単独に運転することができ,100t以下

の中荷重の荷役を行なう｡また各巻上装置には速巻切換装置を設

け,30t以下の小物を運搬するときは速巻に切り替えて能率よく

荷役を行なえるようにしてある｡なお片方のガーダに沿って横行

できる5tモノレールホイストを設け荷役範囲を広げてある｡そ

のほか横行トロリ線はキャブタイヤーケーブルをリンクチェーソ

に取り付けたケーブルチェーソ式として外観をすっきりさせてい

る(弟1図)｡

(2)東京電力株式会社横浜火力発電所納120/30tx20.4m天井

クレーン/

この発電所の主機は120tクレーン2台を使用し,つりビーム

を用いて据付けを行なうものである｡この方式は2台のクレーン

を切り離してそれぞれ単独に運転できるから走行距離の長い建家

において,その利点を最大限に発揮することができる｡したがっ

て発電横を2基以上数基を備える大形発電所によく採用される方

式である(弟2図)｡

本棟のつりビームは両端を各クレーンの主フックとピソで連結

し,中央に設けた230tフックで主機をつる｡230tフックはトラ

ニオンによってボックス形ビームに取付けられているので,両方

のフックに高低差が生じても常に荷を垂直につることができる｡

は1･2 製鉄所用天井クレーン

最近鉄鋼関係の設備拡大の活発化により, 鉄所用天井クレーン

第1国 中郡電力株式会社薙畑発電所納

200tx14.5m天井クレーソ

第2図 東京電力株式会社横浜火力発電所納

120tx20.4m天井クレーン

の需要は急激に増加してきた｡天井クレーンは製品の運搬方法の近

代化により,用途に応じて大形化,専門化する傾向が顔著になって

きた｡

最近の製鉄所用天井クレーンは,機械部分においては各減速装置

の歯車は走行最終段を除き,すべてギヤボックス入とし,歯車のじ

んあいによる摩耗や騒音の発生を防止し,円滑運転を図っている｡

鋼構造部分は簡潔で合理的な形状の,全熔接製ボックスガーダが

採用され,歩道,点検台を設けて保守点検の便を図っている｡また巻

下速度制御には,イソダクショソブレーキ方式を採用し,全速から

容易に1/10程度の安定した低速を出し,クレーソの稼動サイクルを

増大させ,従来の速度制御方式と比較して摩耗部分がないので保守

点検が容易である｡

(1)圧延機据付用天井クレーン

圧延機が大形化するに従って,据付用の天井クレーンも大容量

となってきた｡第3図は東海製鉄株式会社に納入した75/25t圧

延機据付用天井クレーンで,圧延機据付後はロールの組替え,圧

延機の修理などに使用され,特にロール組替えのスピードアップ

を考えJIS普通形巻上速度の2倍にあたる5m/minという高速

になっている｡
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(圧延機据付ロール組替用)

第3図 兼侮製鉄株式会社納75/25tx30.5nl大ルクレーン

(2)クロークレーン

弟4図はブラジルミナスジュライス製鉄所に納入した15tク

ロークレーソで,約900～1,0500Cの熱鋼片を取り扱うので,運転

室には冷房 置を設けてある｡また一日の平均運転時間が20時間

という過酷な作業に耐えうるよう強固に設計されている｡構造は

マントロリ式ガイドフレーム付で巻上,横行,走行,クロー憤転

の4動作の機構を備えている｡

クローの形状は荷 をどの位置に積載しても,積載面の水平を

保つよう考慮されており,なおクロー間には6個の8tシングル

フックを設け,雑荷役に便ならしめている｡

(3)成品運搬用天井クレーン

ブラジル,ミナスジュライス 鉄所へ納入した20tつりビーム

付天井クレーンは,圧延工程の中間で成品を取り扱う場合はクロ

ービームを取り付け,最終工程で成品を取り扱う場合はクロービ

ームをつりビームと,交換して厚板の運搬を行なうことができる｡

巻上装置の概略構造は,1モータ2ドラム式で2個

のドラムは 一軸上に配置されている｡この2個のド

ラムにそれぞれフックを設け,つりビームを懸垂す

る｡またクロービームを使用する場合は別置した補助

巻上装置をクラッチで連結し,前記つりビーム用主巻

上装置と併用して運転するようになっている｡

15.1.3 超音波式衝突防止装置

2台以上のクレーンが同一ランウェイ上にあるとき,

あるいは上下のラソウェイ上にあるとき,衝突または交

さくするおそれがある｡従米この衝突防止 置として

は,各クレーンより触角捧を出して,これに触れるとリ

ットスイッチが働くという方式のものが一部に用いら

れたが,クレーンの相対的位置の 差のため不ぐあいで

第41Xlブラジルミナスジェライス製鉄所納

15tx28.5mクロークレーン

点線斜線部ほ蘭書波の発射範囲を示す｡送波器,受渡器を一対ずつ組合せ,

200tおよぴ50t EOTが近接すればお互に音波を受けて停止する｡

第5図 目立工場納200tおよび50t

天井クレーン超音波式衝突防止装置
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第6区l二本休部,送受汲器,操作部寸法図

あった｡しかし近年保安上の要求が高まり,衝突,交さくを未然に

置を取付けるよう要望されるようになり,今回

性,距離的減衰矧生を利用した

たので,以下その概要を述べる｡

(1)装 の説明

突防止装置を

音波の指向

作し好結 を得

音波衝突防_l卜装置の一号機は,口立製r｢;所f二1立工場納200t

天井クレーンに取り付けられ,現在好調に稼動している｡弟5図

にその取付位置を示す｡

本装~程ほ受披部,送披部,電源部より成る本体と,受披器,送

波器および操作箱より成り,クレーン1台にこれら一組が取り付

けられている｡操作箱の電源を入れると,相互の送波器より一定

レベルの20kcの音波が連 的に送出され,受渡器は受信状態と

なる｡クレーンが接近してきて受波器の入感レベルが→定位以上

に達すると,運転矧′こ取付けられた操作箱内の 示ランプが点灯

しブザーが鳴り,リレーの動作によりクレーンほ停止する｡

本装置によるクレーソ間停止距離は受渡部のレベルセットを変

えることにより5～15mまで容易に変化できる｡また停止距離の

差は,クレーン走行に伴い生ずる送受波器間の距離および入射

角変化に対し特にすぐれた感度特性を有する送受波器を使用して

いるので±0.2m以内である｡装慣各部の性能劣化あるいは故障

の場合は,ブザーにより警菖し,また近接,送信,受信の正常,

異常は表示ランプにより表示し,運転の安全性を向上させている｡

また20kcの超音波を1kcで変調し,受波部回路に 延回路を設

けた選別方式を採用しているので,雑音などによる誤動作はまっ
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第7同
一八幡製鉄株式会社(戸畑)納1,000t/h

マントロリ式鉱石アンローダ

たくない｡

15.1.4 ア ン ロ ー ダ

最近における鉄鉱石,石戯などのばら物原料を船から陸揚するア

ソローダの大きな姻色ほ大形専用船を対象とした大容量化である｡

アンローダの大形,大容量化は巻上荷

で設備

,機体の規模が増大するの

の少ない形式を選ぶ必要があるが,運転性能の良否が形式

選定の最も重要な要素となる｡.最近各地に設術されている大形アン

ローーダはほとんどが大形厚用船に最も適したターンテーブル什マン

トロリ式で,設計,製作の合理化によって機体重量の怪減を計り設

を低減する傾向にある｡次に最近製作納入したアンローダにつ

いてその特長を簡単に説明する｡

(1)八幡製鉄株式会社納1,000t′′h鉱石アン/ローダ(3号機)

本棟は昭不一133年に納入,[1下稼動中の1,2号機に続く3号磯

で巻上荷重30tのタ･一ソテーブル什マントロリ式アンローダで

ある｡特に船舶の大形化に備えてグラブリーチおよびけた下面高

さを1,2号枚より大きくし60,000DWT級の船舶まで荷役可能

とLた｡さらに運転振作を容易にする

ためマントロリがホッ/㍉上二で日動停止

する糀造となっている｡

(2)八幡製鉄株式会社納400t/･ノ`h才了

炭アンローダ

赤機は前述の 川00tノ/h鉱石アン′ロ

ーダ対岸で 20,()00･＼45,0001)WT紐

の矛r炭専用船を対象として輸入石炭の

陸揚用として2基納入したもので,わ

が国最初のダブルカンチレバーガ､-ダ

のターンテーブル付マントロリ式アン′

ローダである｡くし形ふ頭両側いずれ

の側に接岸した船舶こ･こ対しても荷役し

やすいよう反転形の運転室が採用され

ている｡また 上,開閉,横行,走行

には回転増幅器什ワードレオナード制

御を採用して 応性を高めるとともに

第1-り一

第8図 八幡製鉄株式会社(戸畑)納400t/hマントロリ式

イ寺炭アンローーダ

第9図 日本鋼管株式会社鶴見製鉄所納

150t/hマソトロリ式鉱‡_けソローダ

第10図

速度制御を円滑にし,さらに自動運転

を採り入れて運転操作を容跡･こした｡

(3) 日本鋼管株式会社納150t/h鉱石アンローダ

本機ほ15,000DWT級の船舶を対象として計画されたマントロ

リ式アンローダであるが,最大の特長は巻上装 埠力置 動機式の

日本鋼管株式会社鶴見製鉄所納200t/b橋形クレーン

150t′/h程度の容量のものに対してターンテーブルが採用された

点で,比較的規模の小さいアン′ローダにおけるターーンテーブル什

の黒例として注目されている｡
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第11L突1八幡製鉄裸Åよぺ牒堀鉄所納15t成品沌■〔込機

はl.5 橋形クレーン,成品積込機

製鉄設備の拡張が盛んでこの方面の㍍要ほ盛況を⊥!し,最近の運

搬荷役設備が間欠運儲から連続運搬匿移行しつつあるといわれなが

らも,なお 形クレーソによる運搬設備が新設されるのは,やはり

保守の容易維持埋.～の作用軽などのすけりさに捨てがたいものがあるから

であろう｡

(1)200t/′ll橋形クレーン

木椀は｢1
■･1‥↓

管鋼 朱式
･1し

垣潮目U会 製鉄所に納入されたもので,巻上

装置としては最も能率の1yミい等容昆2電動機式ウインチ(セパレ

ート)を採川L-ている.′

なお拙胴けにあたりては1場凋≠世非常な制約な受けたため簡

易ケーブルクレーンによる踊｣･けむ行ない,場所情閥献滝弓ごと

克服することができた｡

(2)15t泌-■溝!書込機

は八幡製鉄株式会社堺製鉄所に納入されたもので,構内よ

り搬出される現行.ノーの船机ふに川いF〕れるものでこb)る.｡

鉄骨部分の椎造蝕すたはプレート,脚はラナスとし合理的な設

計により_東端の軽減雰ご,汁り,人形船に対すか荷役を可能にした｡

佃こ長尺物の荷役を容射こするために脚の開きは2011-のもの

が通過できるよう十分広く設計され,また巻上装置には巻上用電

動機とは別に傾転用電動機を備え,巻｣∴げ巻下げ･｣~叫こも任意に傾

転させることが~~ごきる構造を右している.

なお良さの与棉こふ品物の取扱いに便利なよう,つりビームは移

動フック式とL,1nT--1リ､卜の.■..-一物の荷役=Jとして,匁~ま尺用つりビ

ームも備え,きわ紆〔能ヰく〔く樟貨カミでざる.,
15.1.占 製鋼クレーン

36年度,製脳は紺紘県邪捌か阜圧=すべせこととして,超大形転か

プラントの姐設問的と示■~石綿銅む対象とするノ(形′■最永かプラントのソ己

戌とをお品-】ごることができるし〕

製鋼クレーンとLてほ,これrノ■駄紬丑仙丹~こ描に適｢ける性能を

脂えた各位レート′レクレーンのほれ 分塊能プJの坪抽は大形鋼塊の

一般化に伴い大容遣ストリ､ソ/ミグレーソ,大容量ソーキングピット

クレーンなども多 製作した〕

また輸｢蔓-1関係でほ,イントトよひブラジル向けとして,ソーキソ

グピットクレーン舘1わな製≠した〕

(1) レードルクレーン

寓土製鉄株式会社広畑製鉄所新設滝気か｣~二1え川Jとし′て90/25t

x171Tlレードルクレーン原料装入廿および造塊川名1台を製作し

た｡このクレーンは,転炉川と同様の高速レードルクレーンであ

り,ブトダほ高張力銅熔接製である｡原料装入用クレーンは電子

管式計亜装置せ備えている｡造髄∬クレーンほ第2つりビームを

12区l富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納

50(250)tストリッパクレーソ

157

第13国 王て土製鉄株式会社広畑製鉄所納

23tソーキングピッl､クレーン

第14図 TATA製鉄所納15/15t ソーキソグピットクレ~ソ

介してポー→タブルストリッ/こなつり下け,ストリ､ソビング作

も行なうことができる｡

一九160t級の 大形転炉用として,220t レードルクレ

】ソ計8台を製作中であり,なお活発に続けられる転炉大形化の

傾向に即応するため,300t級

る｡

レードルクレーソを準備Lてい
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第15図 富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納300t/h引込クレーン

(2)ストリッパクレーソ

富士製鉄株式会社室蘭製鉄所向けとして50(250)tx23.2m押

抜型ストリッパクレーン1台を製作納入した｡わが国における最

大容量のものの一つである｡巻上および走行は2モータドライブ

式｡ ガーダは｣ 接トーショソボックス形である｡

(3)ソーキングピットクレーン

36年度納入したスクリュオモリ式ソーキングピットクレーンの

おもなものは富士製鉄株式会社広畑製鉄所向け23tl台,同室弛

製鉄所向け20tおよび20/40t各1台のほか,ブラジルミナスジ

エライス 鉄所向け16tl台がある｡

広畑向け23tソーキングピットクレーンは,高 力鋼熔接トー

ショソボックスガーダを用い,また極度に制限された限界寸法に

納めるため,特殊な設計を施したものである｡

インドTATA製鉄所にはすでに→般ミルクレーソのほか,各

レーンを多数納入してきたが,36年度はさらに15/15t

×109′-3′′自重掴み式ソーキングピットクレーンの3号磯を納入

した○このクレーンは,万一主巻モータが故障したときにもトン

グ操作装

ている｡

により掴み装置全体をつり上げられるように設計され

は1.7 旋回クレーン

(1)富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納300t/b引込クレーン

巻上荷重12･5t,旋回半径33･5mの記録品で陸揚貯蔵された鉱

石を払出し,旋回体上のホッパより 回中心のシュートを経て地

上コンベヤに送る｡引込装置は速度80m./minであるが動作円肘

なねじ式とし,ねじ棒の分解が容易な構造とした｡ベルトフィー

ダは地上に降してベルトを交換できる｡

(2)尼崎製鉄株式会社尼崎製鉄所納300t.′･ノ′hアン′ローダ

巻上荷重10t旋回半径27mの引込クレーソで石炭鉱石の

を行ない,巻上開閉引込にはワードレオナード方式を採用し,

内の逆転可能なべルトフィーダを移動させて3条の地上コンベヤ

に移送する｡後部半径が制限されたためブームの自重は鋼索をブ

ームとクレーン頂部の渦巻シープに張り,これと同軸のシ←-プに

重錘をつるすことにより ブームに作用する張力を

変化させることができる方式とし,旋回半径と連動する調整抵抗

器により引込速度を一定とした｡

(3)亀有工場納25t塔形引込クレーン

巻上荷重12/25t旋回半径36/18mの引込クレーーンで,旋回装

第44巻 第1号

第16図 25t塔形引込クレーソ

置は流体継手により加減速を円滑にするとともに機体を保

駆動装置を2絶としてピソホイルのピソ径を細く遊びを少なくし

て振動を減らすとともにローラパスを小さくした｡走行体は張殻

構造とし,ブームは銅管の三角トラスとして軽くし,走行体には

ケーブルの露出配線を行なった｡

(4)ジンポーール

超高圧送電機器,建設用機器の水切および坊槽のつり上げ据付

に用いるジンポールの分野にも進出し,日本通運株式会社納100

tおよび150tジンボール,大阪窯業セメント株式会社高知工場納

60tジンボールを製作した｡本機は移設が可能で,組合せにより

主柱の長さを変化でき,水切およびつり上げ据付の両作業が可能

である｡水切は巻上装置および横引装置により行なわれる｡

15･1･8 クレーン冷房装置

本項については20.4.1をご参照いただきたい｡

近年,企

15.2 ホ イ ス ト

の拡大に伴いホイストなど軽容量荷役機械の 要増加

は誠に著しいものがある｡機械統計月報によればホイストの全国生

産台数は前年に比べ約50%の増加を示しており,日立製作所にお

いても年間約乳000台の記録的生産をなし得た｡

この中で需要増加の著い､機種は,(1)生産の主機として使わ

形 式1/4MIi-MMT

第17図 新形1/4t電動トロリ付ミニホイスト
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第1表 新形ミニホイストの仕様

節2蓑 250kg ニホイスト用電動トロリの什様

形
容
走
売
電
概
操

略
作

重
方

式
読
度
應
源
是
式

(kg)

(m/min)

(kW)

めk

れる~卓二用ホイスト,(2)作

1/4MMT

25()

20/24(50/60～)

0.C5

200V 50/60～ 3¢

25kg

押 ボ タ ン 操 作

の工機または補助として使われる小

形ホイストである｡これはホイストの特長がこれまで以上に認めら

れてきたことを示すものである｡またこの傾向に付随して,使用ひ

ん度が高く,過酷な条什に耐え得るホイストの要求も漸増してい

る｡

このような情勢の申で,今回′ト形ホイストの分野で新機稗の開発

を行った｡

】5.2.1新形ミニホイスト

小容量の簡易何役機械として,

し好評を得たので引きつづき

1/8t,1./4tの2機構を発 した｡

さきに1/10t ニホイストを発表

ニホイストの系列化を計り,

新形ミニホイスト(形式MH)はチェソブロックの軽便,安価庖

1-､くとホイストの高能率,容易な操rlて性のl･Ⅰ･緒の特長を併川した押ボ

タン操作式チェンホイストであるし､

木椀の基本的構成ほコーソモートル,コーンブレーキよりなるブ

レーキモートル,高性能の械速 車,ロー

ラチェソ,および早判装即をもつ直没入押

ボタン,その他新Lい装置を採用してい

る｡

これらの仕様,および特長は次のとおり

である｡

(1)総合効率が従 の同等機種に対し

10～15%向上している｡

(2)巻上速度が早くきわめて能率的で

あり,H寸法が格段に小さい｡

(3)安全,確 なブレーキと過負荷に

も動作する自己制動装置を有する｡

(4) 粛かつ押ボタンは小さい

押圧力で操作できるので長時間使用して

も疲れない｡

(5)ブレーキの寿命は長く,無調整で

長く使える｡

(6)軸受は全転り軸受とし,歯 ほ密

閉油俗式で高周波焼人し耐久度が高くき

わめて長寿命である｡

ミニホイスト用` 動トロリ

本棟は新形ミニホイスト専用の

形式1/10GMHfiI

第18図

100lくg単相

:･

ニホイス

動トロリ(形式MMT)で出力

50Wで走行速度は20/24m/min(50/60～)の高能率を有している｡

構造はグリース封入の密閉歯車箱を有する片側二輪駆動方式であ

る｡このため小形,軽量で(トロリ自重24kg)ビームの着脱が簡

便,さらに動作も非常に軽快である｡

15.2.2 単相ミニホイスト

ミニホイストは小形,軽便であるため,多種多様の作業に利用さ

れる｡このため,電 も従来の三相と-ともに単相の要望が多く,こ

れにこたえて今回単相ミニホイストを開発した｡一掛こ単相モート

ルは,急激な逆転,インチソグ動作に問題がある｡

特に荷役機械のように負荷の慣牲の大なる場合はこれが著Lい｡

このため,本機は高 動匝l転力を石するコンデンサ起動モートル

と,リレー,遠心一力開閉器,3接点切替スイッチなどを組み合せた

特殊回路で制御することによりこの問題を解決し,逆転,イソチソ

グとも確実な動作を行うヱ一国こ‖ミニホイストを

た｡本棟の仕様は,電

品化することができ

100V50/60～,容量100kg,

m/min(50′/60′､)の引ひも操作式である｡

6/7.2

15.3 巻 上 機

石炭鉱山の生産性の向上は集約合理化につきる｡石炭鉱山はそれ

自体の自然条件に適応して,立坑あるいは斜坑と水平坑道の組み合

わせを基とし,巻上運搬設備を 約高能率化し一坑口あたりの出炭

量の増大を計っている｡た捌こ巻上設備は大容量化し,その 転を安

全に確実にするために制御方式は口動化される傾向に進んでいる｡

36年1月よ射肛他運転せ開始した同和鉱業株式会社柵原鉱

入機は800kWワードレオナード制御の単胴複巻ドラム式のコ

インドスキップ方式立坑設備で,全自動 転である｡

また11月より運転を始めた一--い興鉱業株式会社福島鉱 所納入機は

750kW交流低周披㈲御の塔_ヒ設置2本ロープケーペ式のケージ巻

第19囲 同和鉱業柵原鉱業所納

800kWワードレオナード巻_ト機
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第20図 中興鉱業福島鉱業所納

750kW立坑巻上設備
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上磯で坑口 作の自動

日 立 評

転を行なっている｡

これら巻上設備の中で巻上機の心臓ともいえるブレーキエンジン

にほ日立技術の成果である日立連動形ブレーキエンジンを採用し,

巻上枚の機能を十分に発揮せしめるとともにその安全性を確実なら

しめている｡

口鉄 業株式会社有明開発 所納550kW立坑設備もまた交流

供周闇雄U御による自動運転を行なうもので,これまたこの

連動形ブレーキエンジンを採用している｡

立坑プ7式の採用ほ坑内各レベル間の連絡にも旨立坑運搬が多くな

り,住友石炭鉱 株ユ･に会社奔別鉱所納入の110lくWケーペ巻上設

備ま盲立坑設備の基本形をなすものである｡

ケーブルカー設備は戦後各地で順次復活し いを新たに多数の観

光客を運んでいるが,36年9月運転を開始した伊 保ケーブルカー

はこれまた戦前の道床を修復使用し,巻上機,車両など諸設備を新

製し近代的装いも新たに生れかわったもので,その全長2,100mは

わが国最長のものである｡

は3.1日立速動形ブレーキエンジン

日立製作所では数年前より大形立坑巻上機用とLて世界水準をね

らった日記連動形ブレーキェンジソの研究を進めてきたが.このごま

どこれを完成した｡

このブレーキエンジンは従来の速動形ブレーキエンジンに検討を

加え,独自の設計によって広範閃に改良したものであって次のよう

な特長を持つ｡

(1)非常制動の指令が粗されてから制動力が規定値に達するま

での時間は約0.30秒である｡

(2)制動力の伝達効率がきわめてすぐれており,制動力のヒス

テリシスが従来のものよりはるかに少ない｡

(3)錮J動力の速応性が高く制動力の制御が意のままに行なえ

る｡

(4)各部は信矧生および耐久性に対して十分検討の上設計

されており,保守がきわめて容易である｡

(5)負荷検出による制動力自動詞整装置を備えている｡

(6)保安用インターロック装置も含めて自動運転および手動運転

巻上機用として必要なすべての機器を,ブレーキェソジソフレー

ム内部に→括Lて納めている｡

(7)記品附こは,口立連動形ブレーキエンジン用として特に設

計製作され 耐久 験を含む長期間にわたる工場内組み合わせ試

験によってその性能が確認されたものを使用している｡

第21図は現地において稼動巾の同ブレーキエンジンを示す｡

このブレーキエンジンは同和鉱業株式会社柵原鉱業所納800kW

全自動運転巻_上磯およ 鉱興=･､
､ 島鉱業所納750kW白

動運転巻上機用とLて現在活躍中のものである｡ノ

現地据付後も 荷自ハ実 の実験を重ねたが, 面的にその陵

秀性が確認されている｡

15･3･2 日鉄鉱業株式会社有明開発事務所納550kW立坑巻上設

備

本設備は題記有明炭鉱の人工島内の第1立坑開削用に設置される

もので,工事期間の関係上第1期,第2期工 にわかれている｡

第1期工事は巻上やぐらおよぴその付帯設備とLてのホールディ

ソグドア,キブル転倒装置などよりなり,第2期工 宝,巻

上棟,坑口操車設備,坑内操車設備などより成る｡第1期分は完成

稼動｢巨で,第2期分ほ昭和37年完成の予定である｡

第1期の巻上やぐらとその付帯設備のおもな特長は次のとおりで

ある｡

(1)やぐらは鋼板を主体とするA形のラーメソ構造でボックス

形断面で十分な強度を有するとともに外観にも留意した｡

雛44巻 第1号

第21図 日立連動形ブレーキエンジン

第22図 550kW巻上機巻上やぐら

第23[受1キ プ ル 転 倒 装 置

(2)輸送制限烏よび将来の移ぷ宜甥慮して分割構遷とし,やぐ

らおよびわく細の継目には高張力鋼ボルトを採用している｡

(3)やぐらおよびわく紐内は当初キブ′L巻側とケージ巻側とに

わかれ位鼎はれるが,キブル関係 置を取りはずせば,両側ケー

ジ巻とすることができるよう配慮し対称に 作されている｡

(4)人工島の性質から,当然考慮されなければならない不

下についてはやぐらの脚下部にジャッキを設けてこれにより修正

をするよう配慮している｡
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第24図 110kW 巻 上 磯

第2期の巻上機は鋼索張力21,600kg,不平衡荷重6,800kg,巻_卜

速度6m/s,シープ径4,500mm,電動棟550kWで低周波制御装置

による自動運転を行なう｡

付常設備としての眈l-1操車設備,坑性操車設備も連動運転を採用

している〔〉

なお本設備は価削~仁事完了後はすべて移設され,ケージ巻として

使用される予定である｡

15.3.3 住友石炭鉱業株式会社奔別砿某所納盲立坑設備

石炭産 の合理化に伴う立坑方式の採用により,坑内各レベル問

の連絡には百立坑運搬が多くなっている｡木設備は題記砿 所弥生

坑第5日立坑に設置されたもので,今後の旨立坑設備の基本形とな

るものである｡

巻上機は

氏よりの硬,

175mレベ′しに設間し,-270mおよび-340nュの坑

ロコおよび人員の

8,900kg,不平衡荷

搬に使用され,鋼索張力は最大

は2,800kg,巻上速度は3m/saの110kWl木

ロープ式,ケーペ巻上機でそのおもな特長は次のとおりである｡

(1)減速機は1段目スパイラルべべル,2段日スパーとし,いず

れも特殊鋼を採用し巻上機の全幅寸法をコンパクトにしている｡

(2)11i.王 動形ブレーキニンジンな採¶=ノている｡

(3)傑度計,ギヤドリミ､ソトスイ､ソチは差動装F附こより｢即寺に

調整可能である`-j

付帯設備は2段デッキケージとその付属 置および各レベルの技

革装置亡とよF)なり,おもな特長ほ次のとおりである｡

(1)操中線の全系統にわたり極力連動運転方式を採用し,

手の負担を軽くするとともに誤動作を防いでいる｡

(2)坑l~1,中段,坑氏の各ケージ前の操車装置ほすべて一休の

鉄骨わく上に設匠し,地盤狂いの影響による作動の不円滑を防止

する柄造とLている｡

(3)ケージ前第1段ストッパは多数の炭申が衝突するた軋 特

に緩衝力の大きいストッ/くとし,第2段ストッパは急速rl言動形と

している｡〉

(4)ケージは坑内水による腐食を考慮し,メタリコソを施して

あー),ケージlノ1のストソパは緩衝力の大なる構造で炭串の=入が

いずれの側よりも~可能とLてある｡〕

15.3.4 伊香保ケーブル鉄道株式会社納150kWケーブルカー巻

上設備

北関東の温泉郷として,名高い伊香保温泉にケーブルカー設備が

設問さjtじ,

第25国 技

第26図150kW 巻 上 機

第27図 運転左よりケーブルカーを望む

これは新伊香保駅より榛名山駅までの2.1kmに設けられ,昭和

4年に開通し戦時中昭和19年に撤収供出されたものの復活である｡

道床はそのまま修復してほとんど変らないが,巻上機,車両,線路

遊車などの設備一式は近代的センスをもったものに生れ変った｡

巻上機は鋼索張力7,50nkg,不平衡荷重4,200kg,鋼索速度3･5

m/sでそのおもな特長は次のとおりである｡

(1)全長2,100mは現在日本で最長である｡

(2)定員増加(既設糾人→今回120人乗り)によるアンノニラソ
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第28図 佐賀県庁唐津港納125m8/hロータリーリクレ_マ

第3表125m8/hロータリリクレーマ仕様

能 力

シ ョ ベ ル ホ イ
ー

ル

シ≡･ベルホイ
ール腑仰

シ ョ ベルホイ
ール旋回

テ ー

ル コ
ンベヤ僻仰

テー ル コ ソべ ヤ旋恒丁

走 行

ショベルホイールコ ソべヤ

テ ー

ル コ ン ベ ヤ

電 源

粉炭125mごソh

16rpm 3.7kW

油 圧

トラックに対して1800油圧

可 能

ショベルホイールに対して1800油圧

20m/min 2×3.7kW

500B l12m/min 3kW

5〕OB l12m/min 2kW

200V 60ヘノ

スプルの増大に対して機械をコン㌧パクトにまとめるため,主索輪

には摩擦係数の高い特殊ライニソグを採用した｡

(3)各索輪は鋼板製溶接構造である｡

(4)機械室の軸受には集中給油方式を設け保守の万全を期して

いる｡

8月13日開通以来伊香保温泉と榛名湖畔とを結ぷコースとして観

光客の輸送に活躍している｡

15.4 コ ン ベ ヤ

15.▲1 ロータリリクレーマ

ロータリリクレーマは,ばら物の能率的な連続荷役の魅力により

近年特に普及してきた機種である｡ばら物のうち石炭,ボーキサイ

トについては,すでに実用の段階にはいり,ヒタクレーマについで

石炭用125m3/hロータリリクレーマ2台を佐賀県庁河港課に納入

した｡また最も取扱いのむずかい､大塊鉄鋼石についても600t/′hの

能力の試作機を完成し,実験改良を行なって実用に供しうる段階に

なった｡

(1)125m3/b石炭用ロータリリクレーマ

唐県賀佐 ドで,貨車卸しされ山積された石炭のヤ

ード送りおよびヤードよりの払い出L作業用として納入した｡そ

の使用目的よりクロラー式とL機動性を持たせ,小形化したもの

である｡

構造の概略は,先端にショベルホイールを取付けコンベヤを内

蔵するブーム,ブームコンベヤより供給された石炭を,ポータブ

ルコンベヤまたは貨申に容易に乗せるためのテールコンペヤ,旋

回体および走行体より成っている｡ブームは油圧により,テール

コソベヤは手動により僻仰する｡旋回体(ブーム)およびテール

コンベヤは,油圧により単独または同時に旋回する｡走行は2モ

ータで,両側のクローラを別々に駆動するため,前進,後退のほ

かに回転が容易にできる｡これらの動作は僻仰,旋回,走行の3

本のハンドルにより操作されるため,運転は非常に容易である｡

(2)600t/h鉄鉱石用ロータリリクレーマ

本棟は鉄鉱石を取り扱う場合の掘削抵抗を測定するために製作

第44巻 第1号

第29図 600t/hロータリリクレーマ試験機の採集状況

第30図 動力用 ロ ー ラ チェ ソ

第31図 コ ン ベ ヤ チ ェ ソ
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第32｢受lスチールチェソの構造(コンベヤチェソを示す)

したもので,すでに600t/hの試験を完了し,鉄鉱石の掘削抵抗や

ショベルホイールの回転速度などにつき実験を行ない,ロータリ

リクレーマの仕様決定上長も重要な要

15.4.2 スチールチェン

を求めることができた｡

産業設備の合理化は各方面で急速に進められ〔いるが,その-･･環

として運搬の合理化が取り上げられてきた｡それに伴い各種のコン

ベヤの新増設が著しく, 成構要主のそ 素であるチェソの需要もま

た増加の一途をたどっている｡日立金属工 株式会社では過去50

年の問マレブルチェソを主体とした各種のリンクチェンを製作し内

外の好評を得てきたが,さらに各方面の期待とその要求に応ずるた

め新たにスチールチェン部門を新設し,従来からのマレブルチェン

を含めたチェソ総合メーカーとして発足した｡

スチールチェンはその用途により

(1)動力用ローラチェソ

(2)コンベヤチェソ

に分けることができる｡

動力用ローラチェソはいうまでもなく一般横械の動力伝達に使用

され,またコンベヤチェソは各種の物資を運搬するコンベヤの主務

チェソとして用いられる｡
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第33国 東洋陶器株式会社納衛陶流込成型

コンベヤ試運転状況

スチールチェソは弟32図に示すように,リンクプレート,ピソ,

プッシュおよびローラよりできている｡このチェソは特に高速,重

荷壷の動力伝達用としまた過酷な条件下のコンベヤ用主務チェソと

して用いられることが多く,したがってその古F-質には絶対的な信頼

のお目~るものでなくてはならない｡

日立スチールチェンの特長とするところは 素材から製｢Vlまで一

質して作る｣ことであり,チェソ用の材料としては"ヤスキハガ

ネ"を使用し,また日立の

で生産されている｡

合技術を結 し厳密な品質管理のもと

本格的な生産にはいって日ほ浅いが,すでに製鉄 セメン′ト

など各方面に納入し好評を博している｡また自動車の駐車場の解決

策として脚光を浴びてきた駐車ビルエレベータ用のチェソは

トップを切って製作納入され,満足に稼動している｡

15.4.3 東洋陶器株式会社納衛陶流し込成形コンペヤ

界の

本設備は空間を有効に利用するためコンベヤを内外の2ラインに

組み合わせ流し込成形をコソべヤ上で行なうカータイブコソべヤで

ある｡計画にあたっては静粛な運転と,耐摩耗性に注意し,特に据

付面積当りの生産量を増加させるためできるだけ台車の数量が多く

なるようターン部に特別のくふうを加えている｡すなわち直線部で

密着して進行した台車が曲線部を通過の際に先行台車を増達し,タ

ーンに必要な台車ピッチが保てるようなチェソコソべヤ方式を採用

している｡この設備により計画どおりの能率が達成され関係方面の

好評を得ている｡

15.5 車両用荷役磯城

15.5.1 コンテナシフ夕

日本国有鉄道新幹線のコソテナ列車のコンテナ荷役用に使用する

コンテナシフタ試作品が完成し,国鉄大井工場に納入された｡引き

続きコソテナスライダも製作中である｡

コンテナシフタ,コンテナスライダともに従来のフォークリフト

に比 して構内所要面積が少なく,建設費が節減され,かつ専用化

されるので能率が良い｡

コンテナシフタは油圧駆動の特殊リンク枚構(特許出願中)によ

り,またコンテナスライダはコンテナの底部にスライダをそう入し

コンテナ底部にひっかけスライダをチューン駆動して,コンテナの

引出し,押込み動作を行なう運転が容易で動力も軽少ですみ能率も

良い｡

仕 様

コ ン テ ナ

横行ストローク

横 行 速 度

シフタ

5t

8m

20m/min

スライダ

5t

ド.1Ⅰ‖

10～30m/min
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第34図 コ ソ テ ナ シ フ タ

ス ′ヽ

第35囲 カ ー ダ ソ

ソ 3m 4m

15.5.2 ウジミナス納カーダンパ

本カーダンパはブラジル国ミナスジュライス製鉄所コークスおよ

び鉱石受入設肺の主体をなすもので,日立製作所が日本における唯

一の製作経 をもつメーカーとして,その豊富な拝験と不断の研究

およびその総合技術を生かして製作納入した製ぷlである｡

本設備はカーダソパ本体,ミュールカー,ミュールウインチ,

エールポイソト,カーリターダ,ヤード信号装置,軌道枚器などよ

り成っている｡

わずか4人の操作員で,貨車の切離し連結と自走線の速度制御と

エールとカーダソパの 自動運転が行なわれ,従来のもの

に比べて著しく能率が向上した｡使用する貨車は2種類であるが,

カーダソパ本体内のプラテン上のそれぞれの定位置に固定するため

に電動の
.【とめを設H~,貨車の種類を

別してそれに応ずる車止め

を動作させて自動運転を可能とした｡

ハソプヤードには,遠隔操作によって貨車の自 速度を制御でき

るよう圧気にて貨車車輪を両側より拘束制御するカーリターダを設

置して,カーダソパ前後の操車の能率を高めている｡

カーダソパ本体には熔接構造を採用,十分の強度をもつとともに

その軽量化を計り,あわせて美観をそこなわぬよう配慮した｡

本機の主要項目は下記のとおりである(鉱石用を示す)｡

カーダンパ

形 式

機体寸法

傾倒角度

使用電動機

クレードル回転形

7.6m¢×12.6mL

常用155虔 最大165度

37.5kW極数変換誘導電動枚
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第36図 ウジ ナス納カーダンパ配置図

力 最大10両/時

エール巻上機
形 式

ロ ー フ

日立

SDJNPE

張力12,400kg

速度 巻上0.51m/s 巻下0.83m/s

直径2,400mm

75kW直流

15.d 空気輸送横

作所は昭和24年以来空気輸送機を 作L,36年度までに

納入実績約250件,取り扱った粉粒体の種類は約40種に達している

が,最近は各種 の進歩に伴い粉粒体の運搬と同時に製造工

程の一環としても用いられ,食品,窯業,火力発電,鉱業,合成化

学の各方面で重要な役割を果している｡

36年度における需要の 向は前年度に弓 きつづき化学二L業方面の

需要が増えたことで,全体の約70%がこれにあたっている｡特に合

成樹脂工 界では全国に大工場の新設を見たが,窯
,醸造業界の

増設新設工場と同じく原料および製品の大規模な空気輸送が行なわ

れ,生産の合理化が計られている｡また粉体の取り扱いは必然的に

じんあい問題を生じ,各種の集じん装置の需要が増加している｡

研究面では高混粉粒体の空気輸送の試験に成功し新分野へ発展の

緒を開いた｡

本年度完成を見た特殊な空気輸

(1)合成樹脂空気 送装置

装置は次のとおりである｡

日本レイヨン∵株式会社宇治工場,三菱油化株式会社四日市工場,

三井石油化学工業株式会社岩国工場,本山技研株式会社鈴鹿工場

納の装置でほ各機器の作動を自動制御し,数系統iこおよぶ輸送装

程を1筒所の制御盤で管j型して生産の合理化を行ない,また輸送

物に触れる部分にはすべて不銃性の材料を用いかつろ過した泊浄

空気によって輸送し製品の汚優防1上を計っている｡

(2)高温粉粒体空気輸送装置

東海電極製造株式会社田浦ユ場に炭 粉末輸送装置を納入し

た｡また昭和電工株式会社川崎コニ場で試作機による陪焼炉シ∴/タ

輸送に成功し,今後この方面の数百度に達する高温粉粒体の空気

ー
ー
ー
⊥
童
貞

(ろ過面積 5,000m2)

第37図 昭和電工株式会社千葉工場納カーポンプラック

捕集装置用主バックフィルタ

第38同 日本麦洒株式会社大阪工場納分離捕集装置

装置の開発に期待がかけられている｡




